
1

株式会社ＤＮＡチップ研究所
DNA Chip Research Inc.

２０１０年 ５月

２０１０年３月期決算説明会

http://www.dna-chip.co.jp



2

Contents 株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．前期決算概要及び今期計画 ・・・・・・・ ３

１． 決算サマリー

２． 業績推移（３年間）

３． 事業区分別業績

４． ２０１０年３月期業績詳細

５． 具体的推進プランの達成状況

６． ２０１１年３月期計画

７． ２０１１年３月期計画値の詳細

８． 粗利率、研究受託事業比率の推移

Ⅱ．２０１１年３月期業績改善施策 ・・・･･･ １２

１． 業績改善プラン

２． 具体的推進プラン

３． 事業別売上比率

４． 業績計画

Ⅲ．健康クリニック事業の展開について・・・・ １７

Ⅳ．当社を取巻く環境と当社の方向性 ・・・・ ２９



3

株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．前期決算概要及び今期計画
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Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）特別損失の内訳は、固定資産圧縮損10,261千円及び投資有価証券評価損3,600千円である。

　　　　なお、固定資産圧縮損は、国庫補助金を受け取得した資産の取得価格から直接減額した価格である。
（注２）予想値は、２００９年４月２３日に公表した２０１０年３月期業績予想数値である。
（注３）研究開発投資が予想値を大幅に上回ったのは、NEDO等の大口の公募提案採択があったことによる。
（注４）自己資本比率も高く、財務状況的に問題はない

2009年3月期
2010年3月期項　　　目

売上高（千円）

営業利益（千円）

経常利益（千円）

特別損失（千円） （注１）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円） （注３）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

一株あたり純資産額（円）

一株あたり当期純利益（円）

経常利益率（％）

自己資本比率（％） （注４）

（予想値）（注２） （実推）
対前年度比

比

　９１％

－

－

－

－

２１２％

－

－

－

　８７２，９６８

　▲２８８，３８６

▲２７９，１０２

▲６０，１３６

▲３４０，１８８

２４７，７２３

１，２４６，３１９

９９０，２２６

３３，８９７

２９，２１２．８０

▲１０，０３５．９４

　　　　　▲３２．０

　　　　　　 ７９．５

　８００，０００

　▲１５０，０００

▲１４９，０００

　　　　　　　０

▲１５０，０００

１００，０００

－

－

－

－

８３％

－

－

－

－

８５％

７０％

７９％

１００％

７９％

－

－

－

　７２６，７０１

　▲２０５，７１７

▲１９９，５８６

▲１３，８６１

▲２０４，１３６

２１１，７１０

８６６，８６０

７８５，６１０

３３，８９７

２３，１７６．３９

▲６，０２２．２５

　　　　　▲２７．５

　　　　　　 ９０．６
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Ⅰ-２．業績推移（３年間） 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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2010年3月期売上は2009年3月期の83%となっているが、経常利益の赤字幅は72%に減少している。
これは研究受託事業の粗利率の改善(粗利率:13.2%→15.3%)及び一般管理費の削減が寄与している。
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-３．事業区分別業績

【研究受託事業】（説明１）

アジレントマイクロアレイによる受託解析は前年比120%の売上であったが、ゲノム医学解析の売上（特にＣＮＶ

解析）が前年比50%と大幅に減少したことにより、研究受託事業全体の売上は対前年度比92%となった。
なお、2010年3月期公募関連のうち、ＮＥＤＯ等によるマッチング採択案件については売上高に計上していない。

【商品販売事業－汎用チップ・試薬】（説明２）

汎用チップ・試薬の売上のうち27．3百万円は実質的に受託解析作業であり、これを研究受託事業に含めると、
研究受託事業の売上は314．0百万円となり、ほぼ前年並みとなる。
汎用チップ・試薬売上の90%は、Ｓｏｌｅｘａ等の試薬による売上である。

【商品販売事業－開発機器・一般機器販売】（説明３）

機器等の販売は減少。

５１％３％１９.０４％３７.５公募関連

７９％６１％４４０.０６４％５６０.０計

９２％３９％２８６.７３６％３１３.０計

３６％１１％７６.６２４％２１３.７一般機器

９７％３７％２６７.７３２％２７５.５一般（受託解析）

研究委託

開発機器

汎用チップ・試薬

（説明３）３４％１０％７２.８２４％２１２.７

８３％１００％７２６.７１００％８７３.０合 計

（説明２）

（説明１）

説明

２１８％４０％２９０.６１５％１３３.６

商品販売
事業

－％０％０.００％０.０

研究受託
事業

比率売上高比率売上高

対前年比

（％）

2010年3月期2009年3月期
項 目

（金額単位：百万円）



7

Ⅰ-４．２０１０年３月期業績詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅰ-５．具体的推進プランの達成状況 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．受託解析サービス事業の拡大１．受託解析サービス事業の拡大

３．診断ツール事業の推進（アライアンス拡充）３．診断ツール事業の推進（アライアンス拡充）

２．RNAチェックの事業化推進２．RNAチェックの事業化推進

微量ｻﾝﾌﾟﾙ、ﾀﾝﾊﾟｸ質間相互作用の統合解析のﾒﾆｭｰ化新規受注メニューの充実及び情報解析受託の強化　３

一部の公立機関で実施。ゲノム医学解析は事業仕分け
等の影響により大学等からの受注大幅落ち込みが発注

ゲノム医学解析とアジレント受託事業の顧客一体化　２

定期的な情報伝達を実施、受注の約7割がリピート顧客リピート顧客フォローの充実と紹介・口コミ営業の強化　１

達　成　状　況2010年3月期具体的推進プランNo

微量ｻﾝﾌﾟﾙ、ﾀﾝﾊﾟｸ質間相互作用の統合解析のﾒﾆｭｰ化新規受注メニューの充実及び情報解析受託の強化　３

一部の公立機関で実施。ゲノム医学解析は事業仕分け
等の影響により大学等からの受注大幅落ち込みが発注

ゲノム医学解析とアジレント受託事業の顧客一体化　２

定期的な情報伝達を実施、受注の約7割がリピート顧客リピート顧客フォローの充実と紹介・口コミ営業の強化　１

達　成　状　況2010年3月期具体的推進プランNo

・リウマチ多剤効果判定は自社内研究で実施

・大腸癌転移予測診断ｼｽﾃﾑはＮＥＤＯ公募採択研
　究で実施

産学連携によるＲＮＡチェック・メニューの充実（公募提案
による研究開発推進）
　－リウマチ多剤効果判定、大腸癌予後予測－

　３

埼玉医科大学拠点サイト化完了、慶応大学推進中。
自由診療については、受注まで至らず

リウマチ総合診断支援サービス → 埼玉医科大学、慶応
大学の拠点サイト化（自由診療としてサービス開始）

　２

・複数の医療機関との多施設試験実施（5大学）

・埼玉医科大学にて先進医療化申請済み

リウマチ総合診断支援サービスの拡販と先進医療化推進　１

　達　成　状　況2010年3月期具体的推進プランNo

・リウマチ多剤効果判定は自社内研究で実施

・大腸癌転移予測診断ｼｽﾃﾑはＮＥＤＯ公募採択研
　究で実施

産学連携によるＲＮＡチェック・メニューの充実（公募提案
による研究開発推進）
　－リウマチ多剤効果判定、大腸癌予後予測－

　３

埼玉医科大学拠点サイト化完了、慶応大学推進中。
自由診療については、受注まで至らず

リウマチ総合診断支援サービス → 埼玉医科大学、慶応
大学の拠点サイト化（自由診療としてサービス開始）

　２

・複数の医療機関との多施設試験実施（5大学）

・埼玉医科大学にて先進医療化申請済み

リウマチ総合診断支援サービスの拡販と先進医療化推進　１

　達　成　状　況2010年3月期具体的推進プランNo

・受注：１７件（対売上予算比２４％）

・今後の拡販策についてＡｇｅｎｄｉａ社と対応検討中

新規医療機関への集中アプローチ（10病院）と患者団体
（約100サイト）へのアプローチ

　１

　達　成　状　況2010年3月期具体的推進プランNo

・受注：１７件（対売上予算比２４％）

・今後の拡販策についてＡｇｅｎｄｉａ社と対応検討中

新規医療機関への集中アプローチ（10病院）と患者団体
（約100サイト）へのアプローチ

　１

　達　成　状　況2010年3月期具体的推進プランNo
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Ⅰ-６．２０１１年３月期計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

■　売上高　　　 　 ： 研究受託事業　 （１）アジレント受託解析　　　　　　　　　 ：　前年度売上実績比２０％アップ
　　　 　 （３１４百万円→４４０百万円）　（２）新規受託メニューの充実　　　　　　 ：　売上５０百万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）ゲノム医学ＣＮＶ解析受託　 ：　一昨年並みの受注・売上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）リウマチ総合診断支援サービス ：　１００解析以上受注・売上
　　　　　　　　　　　 　 商品販売事業　 （１）MammaPrint等診断支援サービス　：　３２サンプル以上受注・売上　　

（４１３百万円 → ３６０百万円）　（２）ハイブリ先生　　　　　　　　　　　　 　 ：　１００キット以上販売 　

■　営業利益　 　 ： 受託解析サービス売上増加（売上高比率：４３％ → ５５％）による人件費等の固定費回収増

　　　　　　　　　　　　　 公募研究費確保による総合診断支援サービス事業への自社負担投資額の減少（前年度比７６％）
■　研究開発投資 ：　【 ２０１１年３月期主な研究開発投資内容 】
　　　　　　　　　　　　　 （１）リウマチ多薬剤効果判定エンハンス
　　　　　　　　　　　　　　（２）大腸癌予後予測チップなどの開発

■　売上高　　　 　 ： 研究受託事業　 （１）アジレント受託解析　　　　　　　　　 ：　前年度売上実績比２０％アップ
　　　 　 （３１４百万円→４４０百万円）　（２）新規受託メニューの充実　　　　　　 ：　売上５０百万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）ゲノム医学ＣＮＶ解析受託　 ：　一昨年並みの受注・売上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）リウマチ総合診断支援サービス ：　１００解析以上受注・売上
　　　　　　　　　　　 　 商品販売事業　 （１）MammaPrint等診断支援サービス　：　３２サンプル以上受注・売上　　

（４１３百万円 → ３６０百万円）　（２）ハイブリ先生　　　　　　　　　　　　 　 ：　１００キット以上販売 　

■　営業利益　 　 ： 受託解析サービス売上増加（売上高比率：４３％ → ５５％）による人件費等の固定費回収増

　　　　　　　　　　　　　 公募研究費確保による総合診断支援サービス事業への自社負担投資額の減少（前年度比７６％）
■　研究開発投資 ：　【 ２０１１年３月期主な研究開発投資内容 】
　　　　　　　　　　　　　 （１）リウマチ多薬剤効果判定エンハンス
　　　　　　　　　　　　　　（２）大腸癌予後予測チップなどの開発

９７％１０，０００１０，２６１設備投資（千円）

－－－経常利益率（％）

－－－営業利益率（％）

７６％１６０，０００２１１，７１０研究開発投資（千円）

－▲１５０，０００▲２０４，１３６当期純利益（千円）

－▲１４９，０００▲１９９，５８６経常利益（千円）

－▲１５０，０００▲２０５，７１６営業利益（千円）

１１０％８００，０００７２６，７０１売上高（千円）

対前年度比
２０１１年３月期

計画
２０１０年３月期

実推項　　　　目

（対前年度比較）
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Ⅰ-７．２０１１年３月期計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．研究受託事業（受託サービス、ゲノム医学解析）売上増による収益構造の改善
－人件費等固定費の回収増による研究開発投資負担の減少－

２．将来の事業の中心となる総合診断支援サービス事業の推進

商品販売(360)

研究受託(440)

売上高
(800)

公募＊

(92)

売上総利益（粗利）
粗利率：16.3%

(130)

研究開発投資
＋一般管理費

営業損失

(150)

売上原価(670)

(372)

・研
究
受
託
事
業
の
売
上
比
率
増

　
に
よ
る
粗
利
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善

・総
合
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ビ
ス
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に
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の
減
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２
０
１
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年
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期

９億円

６億円

３億円

－３億円

－６億円

０

（注）＊：2009年度採択された公募案件（2年間）ほか

１．研究受託事業（受託サービス、ゲノム医学解析）売上増による収益構造の改善
－人件費等固定費の回収増による研究開発投資負担の減少－

２．将来の事業の中心となる総合診断支援サービス事業の推進

商品販売(360)

研究受託(440)

売上高
(800)

公募＊

(92)

売上総利益（粗利）
粗利率：16.3%

(130)

研究開発投資
＋一般管理費

営業損失

(150)

売上原価(670)

(372)

・研
究
受
託
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業
の
売
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率
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に
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善

・総
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０
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３億円

－３億円

－６億円

０

（注）＊：2009年度採択された公募案件（2年間）ほか
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Ⅰ-８．粗利率、研究受託事業比率の推移 株式会社ＤＮＡチップ研究所

４

８

１２

１６

粗利率
（％）

2008年3月期
実績

2009年3月期
実績

2010年3月期
実推

2011年3月期
計画

１５

３０

４５

６０

研究受託事業
の比率（％）

16.3%
15.3%

13.2%

8.8%

26%

43%

55%

36%

▲：粗利率の推移

■：研究受託事業
　 比率の推移

（１）売上高に占める研究受託事業の比率が年々増加している。
（２）作業効率の改善により研究受託事業の粗利率が向上している

【 粗利率向上の理由 】

４

８

１２

１６

粗利率
（％）

2008年3月期
実績

2009年3月期
実績

2010年3月期
実推

2011年3月期
計画

2008年3月期
実績

2009年3月期
実績

2010年3月期
実推

2011年3月期
計画

１５

３０

４５

６０

研究受託事業
の比率（％）

16.3%
15.3%

13.2%

8.8%

26%

43%

55%

36%

▲：粗利率の推移

■：研究受託事業
　 比率の推移

（１）売上高に占める研究受託事業の比率が年々増加している。
（２）作業効率の改善により研究受託事業の粗利率が向上している

【 粗利率向上の理由 】
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．２０１１年３月期業績改善施策
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Ⅱ-１．業績改善プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

「業績改善」推進プラン

選択と集中による研究受託事業の拡大

　　　１．受託解析サービス事業の強化

　　　２．診断事業メニューの充実

収益構造の改革

業績改善（２０１３年３月期黒字化目標）

「業績改善」推進プラン

選択と集中による研究受託事業の拡大

　　　１．受託解析サービス事業の強化

　　　２．診断事業メニューの充実

収益構造の改革

業績改善（２０１３年３月期黒字化目標）
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Ⅱ-２．具体的推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．受託解析サービス事業の強化１．受託解析サービス事業の強化

■ リピート顧客フォローの充実と紹介・口コミ営業の強化

■ 提案型研究受託案件の強化 －運動疲労・精神疲労チェックなどの提案営業－

■ 新規受託メニューの充実－WaferGen社SmartChipを用いた受託など－

■ ゲノム医学ＣＮＶ解析受託推進 －論文化と新規顧客開拓強化－　

２． 診断事業メニューの充実２． 診断事業メニューの充実

■ リウマチ総合診断支援サービス拡販 －提携クリニック充実－

■ リウマチ多剤効果判定への研究開発集中

　　インフリキシマブ（開発完了、現在販売中）

　　エタネルセプト（2010年開発完了予定）

　　トシリズマブ（2011年開発予定）

■ 大腸癌予後予測チップ・神経膠腫予後予測チップ等の早期事業化のための研究推進

■先進医療化・薬事承認加速化

　　リウマチ先進医療化申請済み

　　MammaPrint：2010年末先進医療化申請予定
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Ⅱ-３．事業別売上比率 株式会社ＤＮＡチップ研究所

研究受託事業
　　　（５５％）

商品販売事業
　　　（４５％）

研究受託

受託解析サービス

公募

アジレント受託解析

汎用チップ販売 チップ／試薬販売

診断ツール販売 MammaPrint

機器・ソフトウェア バイオ機器、ソフト

公的機関へのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ提案

・メチレーションアレイ実験解析サービス
・miRNA発現実験解析サービス
・遺伝子発現実験解析サービス
・アレイCGH実験解析サービス等各種サービス

WaferGen社SmartChip受託サービスなど

・ＣＮＶ解析
・ＳＮＰ解析

　・膨大なチップの数値化データから、統計的
　　な解析により、データ抽出
　・運動疲労・精神疲労チェックなどの研究提案

・ハイブリ先生(学校向け遺伝子実験教材）
・Solexa用試薬

・乳癌のRNAによる予後予測診断ツール

・アジレント社スキャナー他

事業区分 製品説明 詳細内容 比率

ＣＮＶ（Copy Number Variation）解析に中心を
おいた研究受託解析受注

遺伝子の働きを観察し、
専門家のコメントをつ
けて提供する、遺伝子
解析検査サービス

統計解析、提案型
研究受託

新規受託メニュー

ＲＮＡチェック

サービス

ゲノム医学解析

高速シーケンサー
解析

Solexaデータ解析等 ･イルミナ社製超高速シーケンサー等の
情報解析

関節リウマチ患者の生物学的製剤の薬効
サービス（トシリズマブ、エタネルセプト）

２８％

　７％

１０％

　２％

１％

　２％

４０％

　２％

　８％
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-４．業績計画

売上高

　■：受託解析サービス
　■：ゲノム医学解析
　■：診断支援サービス
　■：商品販売事業　計
損益
　■：営業損益

１００

０

－２０

百万円

２０１１年３月期計画値 ２０１２年３月期計画値 ２０１３年３月期計画値

若干の赤字
黒字化達成

研究受託事業

商品販売事業

中期事業計画上、２０１３年３月期に黒字達成としているが、２０１２年３月
期での黒字化を目指す。
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Ⅲ．健康ｸﾘﾆｯｸ事業の展開について

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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健康クリニック事業の展開について

１．総合診断支援サービス事業概要

２．診断支援サービス事業戦略

３．診断支援サービス事業計画

① 関節リウマチ生物学的製剤効果予測
② 大腸癌ステージ２転移予測
③ 神経膠腫予後予測
④ 糖尿病
⑤ 運動疲労
⑥ 加齢

４．ＲＮＡチェック研究開発項目
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１．総合診断支援サービス事業概要

－遺伝子発現解析技術で自己免疫疾患・生活習慣病関連・癌の早期診断と予防がテーマ－

Ｉ．未病社会をめざした診断チップの開発：個人化医療ツール
＜快楽習慣＞

遺伝形質(ゲノムＤＮＡ）

＜体質＞

リウマチ・癌・糖尿病

過食･運動不足・ストレス・喫煙

ＩＩ．遺伝子解析技術を応用した「健康クリニック事業」メニュの充実及び推進

１．薬剤効果判定 （リウマチ）
２．転移・再発予後予測 （乳癌・大腸癌・神経膠腫）
３．病態予測（健康モニタリング） （糖尿病・疲労・うつ病）

病気になる前の超早期診断（モニタリング）技術が必要

高血圧・高脂血症・うつ病

個人の体質・状態に合わせた投薬・治療が必要
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２．診断支援サービス事業戦略

リウマチ：
・インフリキシマブ効果判定前向き試験終了（論文化・特許申請済）

・インフリキシマブ効果判定自由診療サービス開始
・インフリキシマブ効果判定多施設前向き試験終了

・高度先進医療化申請済（埼玉医大）

・サービスクリニックサイト拡充（東京･神奈川･埼玉で契約）

・エタネルセプト・トシリズマブ・ＭＴＸ用マーカー絞込
・関節リウマチ病態マーカー絞込

マーカー絞込み
論文・特許化

クリニック自由診療サービス開始
大学等病院での高度先進医療化
民間保険との連携

厚生労働省申請
保険収載化

治験
総合診断サービス拡充

前向き試験
診断サービスモデルの構築

リウマチ

乳癌

大腸癌

神経膠腫

慶應大・埼玉医大・和歌山医大等

順天堂大・聖路加・四ツ谷キューブ・大阪府立成人病センター等

大阪大等

京都大等

乳癌（MammaPrint）：
・日本人適応症例研究の発表（大阪府立成人病センター）
・拠点病院の拡充

大腸癌：
・ステージII 転移予測マーカー同定(診断チップ作製）

・論文化及び特許申請準備中

神経膠腫： （ＰＣＲ）
・予後予測マーカー絞込済
・論文化及び特許申請済

サービス開始

サービス開始

研究 開発 事業化 産業化
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３．診断支援サービス事業計画

2009/4 2010/4                         2011/4                         2012/4                  2013/4

乳癌予後予測（MammaPrint）サービス

リウマチ薬剤効果判定
サービス

診断サービス事業

診断サービス開始

１

I．開発計画

Ⅱ．販売計画（診断全体）：

キット化（ＰＣＲ化）

（継続）

（継続）

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

200

100

50

0

M¥

年

ﾘｳﾏﾁ

大腸癌
神経膠腫

MammaPrint

先進医療化

大腸癌転移予測サービス
神経膠腫予後予測サービス

コンテンツ確定・論文化・特許化
事業化準備（αテスト・先進医療化)

ﾘｳﾏﾁ
薬剤充実
（1種類追加）

2.6

●

13

●

26

●

88

●

176

●

ガイドライン化

現在

多施設試験（βテスト）

新規薬剤効果判定追加

診断サービス開始

ﾘｳﾏﾁ

薬剤充実
（２種類追加）

254

●



22

４．ＲＮＡチェック研究開発項目

① 関節リウマチ生物学的製剤効果予測 （血液ＲＮＡチェック）

② 大腸癌ステージ２転移予測 （組織ＲＮＡチェック）

③ 神経膠腫予後予測 （組織ＲＮＡチェック）

④ 糖尿病 （血液ＲＮＡチェック）

⑤ 運動疲労 （血液ＲＮＡチェック）

⑥ 加齢 （血液ＲＮＡチェック）

RNA CHECK：
Man’s health condition may be 

monitored with blood RNA.
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インフリキシマブ投与対象
リウマチ患者末梢血４２例
（トレーニングセット）

発現プロファイル解析
臨床データ（１４週後効果あり・なし）

と関連する遺伝子コンテンツの抽出
判別式の構築

構築判別式による予測

リウマチ患者末梢血２６例
追加解析（バリデーションセット）

【DNAチップ研究所開発】

Accuracy PPV NPV

65.38% 68.75% 60.00%

Responders Non-responders

Responder: CRP level ≦0.3mg/dl at 14 weeks.

Non-responder: otherwise.

10 biomarkers differentially expressed were selected using 

Mann Whitney U-test.

生物学的製剤

・高価

・効果の個人差

効果の予測指標が見つかっていない

埼玉医科大学との共同研究

Biochem Biophys Res Commun. 2009 Sep 

18;387(2):261-5. Epub 2009 Jul 3.

現在多剤効果予測開発中

① 関節リウマチ生物学的製剤効果予測
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II期

5年後に殆ど死なない予後良好
群→異時性転移(-)

5年後には原病死している予後不良
群→異時性転移(+)

0

50

100

51 2 3 4

％

年

この時点で予測診断は可能か？

生
存
率

術後５年を経過し、予後判定が
明瞭なStageII大腸癌試料１５０例

（トレーニングセット）

発現プロファイル解析
臨床データ（転移有・無）と関連する

遺伝子コンテンツの抽出
判別式の構築

構築判別式による予測

StageII大腸癌試料１５０例
追加解析（バリデーションセット）

５年後の転移予測
正診率７７％

論文化、特許申請準備中⇒ 先進医療化へ

② 大腸癌ステージ２転移予測
大阪大学との共同研究
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Case1

Case2
術前 術後

術前 術後 10ヶ月後死亡

3年再発なし

放
射
線
化
学
療
法

予後良好群：テモダール投与
予後不良群：放射線療法のみテモダール投与せず

③ 神経膠腫予後予測

臨床経過に多様性があり、既存の病理診断では予後予
測は困難である。 ＲＮＡチェックによる予後予測

Kaplan-Meier解析（110症例）

大阪府立成人病センター、京都大学共同研究
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④ 糖尿病

健常者ー糖尿病患者治療前ー治療後 の解析

１．糖尿病患者の末梢血において、OXPHOS
遺伝子群の協調的な発現抑制が認められた。

２．OXPHOS遺伝子群の発現をモニタリング
することにより、潜在的な糖尿病の気が判定
できる（糖尿病発症予知マーカーとしての可
能性）。

３．糖尿病のより早期の段階（耐糖能異常レ
ベル）、糖尿病重症度（合併症有無）との関
連を検討中

金沢大学との共同研究
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運動負荷を反映する遺伝子発現マーカーを発見

Biochemical and Biophysical Research Communications 

391 (2010) 846–851

⑤ 運動疲労
【運動内容】

自転車エルゴメーターを用いた80%VO2maxの強度の運動

（休息時間を入れた４時間にわたるインターバル運動）

【検査項目】

・末梢血網羅的遺伝子発現

・血液/生化学検査

【採血】

①運動負荷前 （試験開始 0hr）

②運動負荷直後 （試験開始 4hr）

③運動負荷後4hr （試験開始 8hr）

④運動負荷後20hr （試験開始 24hr）

（株）総合医科学研究所との共同研究
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R2 = 0.44

GeneA
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Age

加齢遺伝子10マーカーの発現値を用いてトレーニング
サンプルにて年齢を予測する重回帰式を作成、全く新
しいテストサンプルにて検証

⑥ 加齢

遺伝子発現マーカー（特許申請中）
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実年齢

予
測

年
齢

Training (３サイト全検体)

Validation（被験者など）

金沢大学との共同研究
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Ⅳ．当社を取り巻く環境

と

当社の方向性
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１．ライフサイエンスはどう変わるか
(Emerging Technologies）

(シーズ）
２．社会のニーズはどうか

(医 食 住（エコ））
３．政策はどうか （環境）

４．当社の考え （対応と姿勢）


